
量
評
釈

・
プ

ラ

マ
ー
ナ
シ

ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

木

村

俊

彦

ダ

ル

マ
キ

ー

ル

テ
ィ

の
主

著

・
「
プ

ラ

マ

ー

ナ

ヴ

ァ
ー

ル

ッ

テ
ィ

カ

〔
量
評
釈

(
f
h
f
d
g
 
d
r
t
g
s
d
)

〕
」
に
対

す

る

マ
ノ

ー

ラ

タ

ナ

ン
デ

ィ

ン

の
註

釈

(
f
t
h
g
r
 
d
r
g
t
)

を

書

写

し

た

ヴ

ィ
ブ

ー

テ
ィ

チ

ャ

ン

ド

ラ

は
、

写
本

の
余

白

に
覚

え

書

き

し

た

中

で
、

「
プ

ラ

マ
ー

ナ

ヴ

ァ
ー

ル

ッ

テ

ィ
カ
」

を
、

先
学

デ

ィ
グ

ナ
ー

ガ

の

「
プ

ラ

マ
ー

ナ

サ

ム

ッ
チ

ャ

ヤ

〔量
集
成
〕
」

に
対

す

る

評

釈

と

し
、

中

で
も

プ

ラ

マ
ー

ナ

シ

ッ
デ

ィ

章

を
、

「
プ

ラ

マ
ー

ナ

サ

ム

ッ
チ

ャ

ヤ
」

の
礼

拝

頗

(
j
f
t
h
f
d
r

訂
)

の
前

半
行

中

の
仏
陀

・
世

尊

の
徳

称

に

つ

い

て
評

釈

し

た
も

の

と

言

つ

て
い

る
。

*

P
f
e
o
f
j
 
a
s
l
f
e
p
o
f
 
a
 
f
p
o
e
k
j
f
 
s
e
f
o
i
e
f
p
 

尚
ヴ

ィ
ブ
1

テ
ィ
チ

ャ
ン
ド
ラ
は
、

ダ
ー
ナ

シ

ー

ラ

と
共

に
、
仏

教

学

派
最
後

の
碩
学

シ

ャ
ー

ク
ヤ
シ

ュ
リ
ー
バ
ド
ラ

に
随

つ
て
入

蔵

し

て
、
写

本
を
残

し

た
。

羽

田

野

教

授

「
f
e
j
o
f
m
s
 
s
e
l
f
j
e
 
s
e
f
l
k
s
 
a
e
f
e
g

d
h
f
d
g」

(
文
化
第

二
十

一
巻
第

五
号
)

お
よ

び
g
r
d
g
 
d
r
g
f
s
e
 
r
g

B
s
d
g
s
e
f
 
s
e
f
s
f
e
h
 
r
d
g
s
d
e
f
g

(
h
d
r
g
g
 
r
t
g
w
s
e
f
)

を
参

照
。

一
般

に

「
評

釈

(
f
h
f
g
d
r
)

」

と

は
、

主

体

的

に
論

考

す

る

解

説

の

こ
と
で
、
原

テ
キ
ス
ト

(
j
f
g
d
r
g
)

を
補
正
し
つ
つ
、
特
殊
な
或

い
は
新

た
な
規
定
を
加
え
、
対
論
者
と
議
論
を
交
え
つ
つ
解
説
す
る
も
の
と
さ

れ
る
。

S
f
e
o
f
 
a
s
p
f
o
 
s
e
l
p
o
f
 
s
e
f
k
s
e
f

等

に
お
け
る
如
く
、
h
d
r
h
d
 
d
r
t
g
sな
る
書
名

に
も
、
d
f
g
d
r
g

s
d
h
d
r
g
の
評
釈
と
し
て
、
仏
教
論
理
学
派
の
系
譜
を
意
識

さ

せ

つ
つ
、
詳
細
な
弁
論
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自

身
の
体
系
を
顕
現
さ
せ
る
意
図
が
現
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
プ
ラ
マ
ー
ナ
シ
ッ
デ

ィ
章
は
、
自
比
量
章
に
対
す
る
著
者

の
自
註
が
な
け
れ
ば
、

マ
ノ
ー
ラ
タ
ナ
ン
デ
ィ

ン
の
試
み
た
よ
う
に
、

こ
の
書
の
第

一
章
に
置
く
の
が
本
来
の
順
序
で
あ
つ
た
ろ
う
。

*

自
比
量
章
の
d
h
g
d
r
g
 
s
f
e
o
m
 
s
e
f
o
m
 
j
d
g
s
e
)

等
は
本
章

の
解
脱
論
の
内
容
を
簡
潔
に
要
約
し
て
い
る

〔四
諦
説
を
仏
教
の
根
本
テ
ー

量
評
釈

・
プ
ラ
マ
ー

ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)
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量
評
釈

・
プ
ラ

マ
ー

ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)

ゼ
と
し
、
無
明
な
る
有
身
見
か
ら
諸
過
失
が
生
ず
る
と
見
、
因
の
断
滅
を
説

く
〕

一
方
、
自
註
の
h
f
h
d
r
g

(
d
g
d
r
g
)

で
は
そ
の
詳
論
を

次
章
に
譲
つ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
把
握

の
遅
れ
て
い
る
こ
の
章
の
概
括
を
報
告
し
、
そ
の
意
義

を
解
明
し
た
い
。

こ
の
書
の
議
論

の
進
め
方
は
、
幾

つ
か
の
主
題
の
定
義
や
評
釈
を
行

な
い
つ
つ
、
他
学
派
を
批
判
し
、
関
連
す
る
諸

々
の
問
題
を
拾

つ
て
論

考
し
て
ゆ
く
方
法
で
あ
る
。
プ
ラ
マ
ー
ナ
シ
ッ
デ
ィ
章
の
場
合
、
デ

ィ

グ
ナ
ー
ガ
の
述
べ
た
仏
陀
の
五
つ
の
徳
称
1

「
量
な
る
か
た

(
r
g
h

m
f
g
r

」
、
「
衆

生

の
利

を

願

う

か

た

(
j
f
g
e
s
f
)

」
、
「
教

師

(s
p
a
N
)」
、
「
善

逝

(s
U
gq
a
)

」
、
「
救

い
主

(
j
y
d
r
)
」

ー

を

主

題

と
し
な
が
ら
も
、

*

こ
の
部
分
の
相
応
箇
所
は
f
g
d
r

(
d
r
g
d
r
g
 
d
h
d
s
r
g
 
d
r
g
g
h
r

h
d
f
g
d
r
 
d
r
h
y
d
r
g
f
)
d
h
d
r
g
d

(
f
t
j
d
f
g
e
s
)

木
村

(論
集
第
二
号
五
十
八
ー
六
十

一
頁
)
が
お
お
よ
そ
一
致
し
て
指
摘
し
た
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
そ
の
内
実
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
再
編

・

体
系
化
し
た
仏
教
説
そ
の
も
の
と
し
て
の
解
脱
論
を
以

つ
て
評
釈
す
る

も
の
で
あ
る
。
従

つ
て
こ
の
章
の
重
点
は
、
諸
徳
称
の
評
釈

で
あ
る
前

半
の
宗
教
論
よ
り
も
む
し
ろ
、
解
脱
論
を
展
開
す
る
後

半
に
在

る
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
あ

の
四
対

の
原
理
、
「
苦
」
、
「
集
」
、

「滅
」
、
「道
」
の
四
諦
を
主
題
と
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
最
後
に
再
び
そ
の
解
脱
論
に
よ
る
評
釈
に
よ
つ
て
世
尊
の
量

性
を
総
括
し
て
お
り
、
章
名
た
る

「
(世
尊
な
る
)
量
の
証
明

(P
pm

y
f
j
t
g
r
d
 
d
g
e
s
f
 
d
r
 
s
e
e
f
)

」
に
よ
つ
て
も
、
〈量
〉
な

る
学
的
概
念
に
ょ
つ
て
、
宗
教
的
感
情
を
論
理
化
す
る
宗
教
論
が
た
て

ま
え
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

*
h
f
g
d
 
j
r
f
d
t
g
r
 
t
f
h
d
r
 
d
r
d
r
g
t
r
d
g

を
参
照
。

従
つ
て
総
主
題
は
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ

・
礼
拝
頒
冒
頭
の

徳
称
で
あ
る

「量
た
る
か
た

(
l
g
f
h
f
)

」
で
あ
り
、
解
脱
論

に
よ
つ
て
評
釈
さ
れ
た
余
の
四
徳
称
も
知
慧
と
慈
悲
を
示
す
も
の
と
し

て
、
世
尊
な
る
量
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
P
p-

m
j
h
f
c
g
r
d
な
る
呼
称
は
、
本
来
の
認
識
論
的
量
説
を
離
れ
て
、
宗

教
論
的
量
説
に
移
行
す
る
機
会
を
、
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
与
え
た
。

総
主
題
た
る

〈世
尊
即
量
〉
説
の
対
論
と
し
て
、
正
理
学
派
と
ミ
ー

マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
宗
教
論
が
、
批
判
の
対
象

と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
、
最
後
の
総
括
と
共
ハに
主
題
に
入
れ
れ
ば
、

こ
の
章
は
結
局
十
二
の

主
題
を
持

つ
た
節
に
、
ま
ず
分
類
し
得
る
。

そ
し
て
主
題
に
連
関
し
て
展
開
さ
れ
る
付
随

的
な
論
議

〔し
か
し
内

容
上
は
し
ば
し
ば
主
題
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
あ
る
〕
を
、
主
題
を
扱

つ
た

節
の
番
号
に
ロ
ー
マ
字
母
を
加
え
て
分
類
す
れ
ば
、
新
た
に
十
五
の
変

題
を
扱
つ
た
節
が
加
わ
る
。

こ
の
十
二
の
主
題
と
十
五
の
変
題
を
持
つ

た
二
十
七

の
節
を
。
j
f
d
r
g
d
d
e
r

(
h
f
d
g
h
e
d
f
g

P
d
r
g
d
e
f
)

の
番
号
に
よ
つ
て
表
示
し
、
そ
の
内
容
を
概
括

す
れ
ば
、
次
の
如
く

で
あ
る
。
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(
一
)

量

の
定
義

(
d
g
e
s
)

認
識
論
的
に
量

(
h
d
r
g
d
r
)

を
偽
な
ら
ざ

る
認
識

(
d
h
d
f
s
w
e

j
d
f
)
と
定
義
し
、
偽
な
ら
ざ
る
こ
と
は
認
識
対
象

の
作
用

(
j
d
r
g

K
h
r
)性

に
ょ
つ
て
検
証
さ
れ
る
と
す
る
。

(
一
a
)

言
語
認
識

(k
.
 1b
)

言
葉
を
対
象
と
す
る
認
識

(
g
h
d
r
g
t
)は
、
話
者
の
意
思

(
f
h
r

K
h
d
g
h
 
h
d
r
g
)
が
聞
き
手
に
伝
わ
る
と
い
う
限
り

の
、
限
定

的
な
機
能

の
み
に
真
実
性
を
を
認
め
る
。

(
一
b
)

認
識
論
概
説

(
h
d
r
g
)

日
常
生
活
に
お
け
る
認
識
は
、
識

(
h
j
d
r
g
s
e
)

が
現
下
の
対
象
に
順

じ
て
表
象

(
h
d
r
f
g
)

を
持
つ
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
す
る
。

一
般
的

〔抽

象
的
〕
な

ら
ざ
る
対
象
自
身
の
相

(
h
d
f
g
e
s
f
)
、

或
い
は
未
知

の
境

(p
h
d
e
f
e
s
)を
明
ら
か
に
す
る
の
が
量
で
あ
る
と
も
定
義
さ
れ
る
。

日
常
認
識

は
真
実
性
が
作
用
性
に
よ

つ
て
検
証
さ
れ
る
前

の
段
階
を
以

つ
て
対
象

取
捨
と
い
う
日
常
活
動
の
基

(
g
s
d
r
g
r
)
と
為
さ
れ
る

の

で
、習
慣

の
上
で
の
み
真
実

(
h
d
r
g
f
s
d
f
)

と
さ
れ
る
。

(
一
C
)

世
尊
が
量

で
あ
る
こ
と

(k
.
7-9
)

こ
れ
よ
り

一
転
し
て
、
宗
教
論
上
の
量
の
定
義
に
移
り
、
世
尊
も
同

様

(t
dv
)

量

で
あ
る
と
提
唱
す
る
。
d
u
r

の
語
を
加

え
て
呼

ば

れ
る
の
は
、
所
量

・
量
果

〔知
〕
と
も
無
常
で
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
量

も
無
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
d
f
g
d
を

「
(量
と
し
て
)
生
ぜ
る
か

た
=
無
常
な
も
の
」
と
解
釈
せ
し
め
る
。

(二
)

正
理
学
派
の
神

の
論
証
の
批
判

(
h
s
d
f
)

*

前
巻
に
て
報
告
ず
み
。
た
だ
し
第
十
五
ー
十
六
偶
の
解
釈
中

〈牛
〉
を

〈gq
O〉
と
し
、
「話
者
の
意
思
に
依
拠
す
る
か
ら
」
と
訂
正
。
尚
こ
の
部
分
の

独
語
訳
が
d
g
d
f
g
 
d
g
a
s
e
f
g
 
d
r
g
f
a
s

W
r
d
g
d
s
 
s
d
r
t
g
t
s
d
r
 
d
r
g
d
s
g
r

(
d
g
d
g
d
s
r

19
6
4
)
に
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
を
知
り
得
た
。
こ
の
論
文
は
t
f
h
s
d
g
t

等
の
正
理
学
派
が
、
神
の
証
明
に
対
す
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
、
外
遍
充

的
論
理
に
よ
る
批
判
に
対
処
し
て
、
内
遍
充
的
論
理
の
構
築
に
向
つ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
論
理
学
的
な
意
味

に
つ
い
て
は
、
同
教
授

U
e『
o
e
m
a
 
a
l
f
j
 
a
l
a
s
o
f
k
m

Z
g
a
s
f
s

(
a
g
a
s
e
f
)
を
参
照
。

(二

a
)

論
理
と
言
語

(k
.
1718
)

前
節
の
論
理
学
的
批
判

の
延
長
線
上
に
、
論
理
を
構
成
す
る
言
語
の

問
題
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
因
辞
は
対
論
す
る
双
方
が
共
通
に
概
念
を
認
め

得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
覚

(bu
d
d
)

等

の
非
精
神
を
言

う
数
論
学
派

の
証
因
た
る

〈生
起
性

(
h
d
s
f
a
s
w
e
)

〉
や
、
樹
木
は

精
神

〔霊
魂
〕
を
有
す
る
と
言
う
ジ
ャ
イ
ナ
学
派

が
証
因

と
す
る

〈剥

皮
に
よ
る
死

(
h
d
g
f
s
e
)

〉
等
を
例
示
し
て
批
判
す
る
。

(
二
b
)

神

・
作
因
説
の
批
判

(
h
d
s
e
f
w
)

第
二
節
の
論
証
の
背
景
に
な
つ
て
い
る
、
神

(
j
h
f
s
e
f
)

を
世
界

の

作
因

(
h
d
g
f
e
)
と
見
る
信
仰
に
対
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
種

々
指
摘
す

る
。
神
の
如
き
常
住
に
あ
ら
ざ
る
、
刹
那
滅
の
個
有
相
を
持
つ
も
の
の

量
評
釈

・
プ

ラ
マ
ー
ナ
シ

ッ
デ

ゾ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)
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量
評
釈

・
プ
ラ

マ
ー
ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)

み
作
用
能
力
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
つ
て
批
判
し
て
い
る
。

*

パ
ー
シ

ュ
パ
タ
派
の
見
解
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
h
d
s
e
r
f

s
j
g
s

(
h
j
d
g
s
e
)
h
d
g
s
f
 
d
s
f
s
e
f
 
k
j
y
h
r
t

参

照
。
サ
ー
ヤ
ナ
・
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
の
引
用
す
る
同
派
の
神
学
に
つ
い
て
g
e
s

M
h
d
g
s
e
 
h
d
g
s
e
f

(
d
h
d
f
s
 
d
h
s
e
r
f
g
e

v
s
d
f
)を
参
照
。

(
三
)

ミ
ー

マ
-
ン
サ
ー
学
派

へ
の
聖
言
量
批
判

(
h
d
f
g
e
)

〈世

尊
即
量
〉
説
の
対
論
と
し
て
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
派
の

〈ヴ

ェ

ー
ダ
即
量
〉
説
を
批
判
す
る
。
苦
な
る
生
よ
り
解
脱
せ
ん
と
願
う
衆
生

に
と
つ
て
は
、
苦
滅
の
道
を
示
す
も
の
が
量
な
の
で
あ

つ
て
、
無
意
味

な
超
感
官
知
を
示
す
も
の
で
は
な
い
、
と
。

(
四
)

心
相
続

の
立
証

(
h
d
g
e
s
f
)

宗
教
論
的
に
世
尊
が
量
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
は
、
衆
生
を

苦
よ
り
救
わ
ん
と
願
う
慈
悲

(
s
d
g
s
)で
あ
る
と
し
、
第
二
の
徳
称
・

u
d
g
r
e
f
 
g
s
e
に
よ
つ
て
第

一
の
j
d
r
g
e
s

を
推
知

せ
し

め
る
。
そ
し
て
慈
悲
は
心
の
修
習

(
h
r
f
w
a
e
)

に
よ
つ
て
顕
現
す
る
と

し
、
心
を
身
体
の
作
用
と
見
る
ロ
ー
カ
ー
ヤ
タ
派
に
対
し
て
種

々
そ
の

矛
盾
を
導
び
き
出
し
て
示
し
、
以
つ
て
心
は
過
去
の
心
か
ら
生
ず
る
と

い
う
心
相
続
説
を
定
立
す
る
。
心
の
修
習
の
有
効
な
こ
と
が
こ
れ
に
ょ

つ
て
保
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
識
は
(無
常
な
身
体
に
属
す
る
と
説
い
た
ア

ー
ガ

マ
に
対
し
て
、
身
体
は
身
識
の
対
象
と
し
て
、
身
識
を
介
し
て
心

の
助
成
因

(
h
j
d
f
e
s
)

と
成
る
こ
と
を
言
つ
た
も
の
と
弁
論
す
る
。

(
四

a
)

因
な
き
生
滅

(
h
d
r
f
s
)

身
体
と
心
の
間
に
所
依

・
能
依
関
係

(
h
d
r
f
w
e
f
)

が
無
い

こ
と
を
、

一
般
に
有

(sa
)
の
刹
那
生
滅
に
、
何

ら
の
所
依
-

因

-

も
要
し
な
い
こ
と
の
説
明
に
よ
つ
て
示
し
、
結
局
身
体
は
、
心
が

同
じ
場
に
相
続
す
る
上

の
共
働
因

(
h
d
f
w
e
f
)
1

思
業

の
余
薫

(
j
r
t
g
e
)
と
共ハ
働
す
る
ー

に
し
か
な
り
得

な

い
と
す

る
。
勝
論
学

派
の
和
合
や
和
合
因

(
j
d
f
g
e
s
f
)
等

の
概
念
も
こ
れ
に
よ

つ

て
斥
け
ら
れ
た
と
す
る
。

*

生
滅
に
因
を
要
し
な
い
と
い
う
、
経
量
部
存
在
論
の
深
化
に
よ
つ
て
、

刹
那
滅
性
無
常
性
の
論
証
の
為
に

〈存
在
性

(
h
j
d
g
e
r
)

〉
を
自
性
因
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
自
比
量
章
自
註
に
見
ら
れ
る
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

E
h
d
r
f
s
e
f
 
e
g
s
e
f
 
s
r
f
w
a
g
e
s
f
 
r
g
s
e
f
a
f

n
g
r
(
a
d
g
s
d
f
 
d
h
d
f
s
e
 
h
g
a
s
e
 
f
e
h
r
g

h
h
s
f
 
h
d
f
e
f
 
t
h
d
r
f
e
f
g

を
参
照
。

(四
b
)

心
相
続
説
の
続
行

(
j
d
f
w
s
f
)

風
質

(
h
j
d
f
e
s
d
f
)

等

の
平
衡
に
よ
る
貧
愛

(
h
r
e
f
g
)

等
の
心
作
用

の
増
大
は
、
先
に
見
た
如
く
、
心
が
身
識
を
介
し
て
身
体
を
内
境
と
し

て
反
応
し
た
も
の
と
し
、
身
体
が
心
の
因
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。

過
去
の
思
業
が
未
来

の
心
を
決
定
し
、
特
に
我

へ
の
渇
愛

(
h
s
e
r
f
w
e
)

が

行
力

(
h
s
e
f
e
v
)
と
な
つ
て
、
次
の
生
に
転

ず
る
と
す
る
。

(四

c
)

正
理
学
派

へ
の
有
支
説
批
判

(
h
s
e
r
f
b
h
)

身
体
を
全

一
者

〔有
支

(p
vp
y
v
)
〕
と
見
れ
ば
、
手
足
等

の
別
異
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の
運
動
は
あ
り
得
ず
、
極
微

(
h
s
f
w
f
)の
結
合
も
斥
け
ら
れ
て
、

正
理
学
派
自
身
の
知
覚
説

〔感
官
・
対
象
等
の
接
触
と
す
る
〕
も
成
立
し

な
い
こ
と
に
な
ろ
う
と
し
て
、
正
理
学
派
の

「
全

一
者
」
な
る
概
念
を

も
付
随
的
に
批
判
す
る
。

(
四
d
)

勝
論
学
派
形
而
上
説
の
批
判

(
h
s
e
f
a
w
f
)

諸
極
微
の

〈結
合

(
h
s
r
f
f
v
)

〉
と
い
う
徳

(
h
j
f
d
)

を
持

つ
乳
酸
等

に

更
に
味

・
香
等
の
徳
が
加
わ
る
こ
と
は
無
い
筈
だ
と
し
て

徳
に

徳
が
和
合
す
る
こ
と
は
無
い
と
説
い
て
い
る
勝
論
学
派
の
矛
盾
を
指
摘

す
る
。
有
支
説
に
続
い
て
極
微
積
集
説
を
批
判
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
認
識
論
に
よ
れ
ば
、
自
身
の
個
有
相
を
持
つ
対

象
を
、

分
別
知
に
よ
つ
て

一
般
的
差
別
的
に
把
え
る
か
ら
、
ひ
と
つ
の

対
象
に
対
し
て

「
一
頭

の
白
い
牛
が
歩
む
」
等
と
、
様
々
の
観
念
と
言

語
表
現
が
可
能
と
な
る
。
も
徳
の
表
現
を
こ
の
よ
う
に
見
る
。

*

各
個
有
の
対
象
を
否
定

(
h
s
f
w
f
 
s
g
s
e
d
)

的
に
把
え
る
こ
と
に
よ

つ
て
観
念
と
言
葉
が
仮
構
…さ
れ
る
と
い
う
ア
ポ
ー
ハ
説
に
つ
い
て

勺
畠
・

v
h
s
f
f
 
h
s
e
f

(
h
s
e
f
s
g
 
s
d
g
e
)
h
s
f
s
e
 
h
e
s
f

を
参
照
。

(
四

e
)

心
相
続
説
の
続
行

(
j
h
r
g
k
t
)

こ
こ
で
も
種
々
の
帰
謬
論
法
に
よ
つ
て
、
心
の
因
は
身
体
に
非
ず
、

過
去
の
心
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
特
に
我

へ
の
渇
愛
と
い
う
思
業
の
余

薫
が
次

の
生
を
引
く
こ
と
を
説
く
。

(四
f
)

自
性
清
浄
心
と
修
習

(
j
d
f
f
g
k
y
y
d
)

心
相
続

(
j
u
r
d
g
h
j
u
d
r
f
)

の
定
立
に
よ
つ
て
心
の
修
習
の
有
効
性
が

保
証
さ
れ
た
が
、

こ
こ
で
は
更
に
心
の
本
質

(
k
t
r
c
h
)が
、
本
来

清
浄
な
も
の
で
あ
つ
て
、
憎
悪

(
i
i
t
h
r
)

等
の
垢
れ
を
修
習
に
よ
つ
て

払
拭
す
れ
ば
、
以
後
は
自
ず
か
ら

(sv
a
pse
)

慈
悲
等
の
徳
が
持
続

し
て
顕
現
す
る
こ
と
を
説
く
。

(
五
)

世
尊
の

「
教
師
」
性

(
k
g
h
r
t
g
)

デ
ィ
ガ
ナ
ー
ガ
の
述
べ
た
第
三
の
徳
称
を
次

の
よ
う
に
評
釈
す
る
。

修
習
に
よ
つ
て
慈
悲

を
体
得

し
た
世
尊

は
、
衆
生

の
苦
滅

の
方
策

(
h
j
r
g
)
に
努
め
る
。

か
く
し
て
苦
と
苦
の
因
、
苦
滅
と
苦
滅

の
因

を

知
る
世
尊
は
教
師

(
j
r
f
g
)
と
呼
ば
れ
る
。
我

々
は
教
師
の
教
え

(
t
g
e

U
P
)を
記
し
た
教
典

(
j
h
g
)と
論
理

(
j
r
g
に
よ
つ
て
、
我

へ
の

渇
愛

〔苦
因
〕
を
断
滅
す
る
無
我
見
の
修
習

〔苦
滅
の
因
〕
を
学
ぶ

べ
き

だ
と
す
る
。

(
六
)

世
尊
の

「
善
逝
」
性

(
j
h
r
g
e
r
d
)

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
自
註
で
述
べ
た
善
逝

(
h
j
e
f
y
)

の
三
義

を
、
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
解
脱
論
に
よ
つ
て
評
釈
す

る
。
(
イ
)
無
我

見
を

体
得
し
た
か
ら

「
称
讃
さ
れ
る
も
の

(
j
r
g
e
f
)
」
で
あ
り
、

(
ロ
)
我

見
を
捨
て
、
苦
な
る
生
の
因
た
る
渇
愛
を
離
れ
た
か
ら

「
不
退
転

(
s
s

P
h
r
e
f
g
)」
と
言
わ
れ
、
(
八
)
業
の
果
と
し
て
の
身

・
口

・
意

の

行
為
の
不
完
全
性
を
も
払
拭
し
た
か
ら
、
「
無
余

(
j
r
g
e
)」
と
言
わ

れ
る
、
と
。

(
七
)

世
尊
の

「
救
い
主
」
性

(
h
j
e
s
f
d
g
)

救
済

(
h
s
e
)と
は
、
自
身
の
見
悟
し
た
四
諦
を
明
ら

か
に
し
、
苦

量
評
釈

・
プ

ラ
マ
ー
ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)
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量
評
釈

・
プ
ラ

マ
ー
ナ
シ

ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木

村
)

か
ら
解
脱
す
る
道

(m

gqp
)
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
世

尊
が

救
い
主

(t

u
)
で
あ
り
、

か
く
し
て
、
宗
教
論
的
に
は
世
尊
が
量

で
あ
る
こ
と

〔す
な
わ
ち
最
初
の
徳
称

・
P
pm

p
d

t
〕
が
理
解
さ
れ

る
、
と
す
る
。

(
八
)

「苦
」
の
原
理

(k
.
 
7117
)

か
く
し
て
量
た
る
世
尊
の
知
慧
と
さ
れ
る
四
諦

の
各

々
を
主
題
と
す

る
解
脱
論

が
、
こ
れ
よ
り
詳
論
さ
れ
る
。
輪
廻
す
る
身
心
の
あ

つ
ま
り

〔諸
慈

(
j
h
r
d
g
)
〕
は
苦
し
み

(du

h
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
貧

愛

・
憎
悪
等
の
心
を
修
習
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
苦
は
身
体
の
風
質

等
の
平
衡

〔順
調
〕
・
異
和

〔不
順
〕
と
は
関
係
し
な
い
。
心
の
因

は
心

な
の
だ
、

と
。

(
八

a
)

苦
諦
の
四
相

(
j
d
f
g
g
r
)

苦
な
る
諸
纏
は
我

へ
の
渇
愛
等
の
過
失
あ
る
心
に
よ
つ
て
引
き
起
さ

れ
た
も

の
で
あ
り
、
無
常
、
苦
、
空
、
無
我
な
る
苦
諦
の
四
相
も
こ
の

こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
。

(九
)

「
集
」
の
原
理

(
j
d
r
g
s
e
f
)

苦
な
る
輪
廻
の
原
因
は
か
く
し
て
生

へ
の
欲
望

(
j
d
g
b
e
r
)
で

あ
り
、
中

で
も
我

へ
の
渇
愛
は
無
明
と
業
よ
り
も
決
定
的
な
要
因
で
あ

る
。

(十
)

「
滅
」

の
原
理

(
j
t
k
e
f
j
r
)

苦
に
原
因
が
あ
る
以
上
、
因
の
断
滅
に
よ
つ
て
苦
も
滅
し
得
る
。
そ

の
際
、
本
能
酌

(
y
d
r
g
b
)

な
自
我
意
識

(
d
g
d
r
g
 
f
t
d
r
t
e
 
d
t
h
r

ty
y
)
は
、
行
道
論
で
言
う
修
道
に
お
い
て
断
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
困
難
な
も
の
で
あ
る
が
、
常
住
不
変

の
我

(a
m
a
)
を
認
め
る

学
派
と
異
な
つ
て
、
無
我
の
立
場
で
は
、
転
換

は
可
能
で
あ
る
。

(十

一
)

「道
」
の
原
理

(
h
s
e
g
e
)

既
に
、
教
師
の
教
え
は
苦
滅
の
道
の
修
習
を
教
示
す
る
も
の
で
あ
る

と
言
つ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
無
我
見
の
修
習
に
よ
つ
て
、
人
間
存
在
の

所
依
た
る
心
は
、
染
汚
か
ら
清
浄

へ
と
転
換
す

る

(
j
j
r
e
w
)の
で

あ
る
。

認
識
論
的
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
心
識
は
、
対
象
を
無
常
、

苦
、

空
、
無
我
な
る
も
の
と
し
て
、
如
実
に
把
捉
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
は

や
錯
乱
は
生
じ
な
い
。
元
来

心
は
光
輝
く

(P
Pb

sv
a
p
)
も
の
で
あ

り
、
煩
悩
の
垢
れ
こ
そ
外
来

(
d
g
f
e
e
)
の
も
の
だ
か
ら
、
後
者

を
滅

す
れ
ば
も
は
や
退
転
す
る
こ
と
は
な
い
。

(十

一
a
)

我
愛
と
輪
廻

(
h
d
g
j
r
t
r
)

貧
愛

・
憎
悪
等

の
過
失
は
、
我
見

(a
m
pgq

h
)
と
い
う
根
本
原
因

に
由
来
す
る
も
の
だ
か
ら
、
定
義
上
は
と
も
か
く
実
際
に
は
、
諸
過
失

(dg
p
)
は
混
然

一
体
と
し
て
働
い
て
い
る
。
我
見
は
無

明

(
s
e
f
s
e
f

m
d
p
)と
言
わ
れ
、
空
観

(
d
r
h
g
e
f
e・
無
我
見
な
る
知
慧

の
対

品
で
あ
る
。
従

つ
て
後
者
の
体
得
に
よ
つ
て
諸
過
失
は
根
絶
さ
れ
る
。

勝
論
学
派
や
数
論
学
派
の
如
く

<我
〉
を
構
想
す
る
と
、
自
他
を
弁

別
し
、
愛

・
憎
を
起
し
て
、
結
局
諸
過
失
を
作

り
、
解
脱
は
不
可
能
で

あ
る
。
〈我
〉
を
認
め
て
渇
愛

の
み
厭
離
す
る
な
ど
は
矛
盾
し
て

い
る
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し
、
苦
の
修
習
の
み
で
解
脱
は
不
可
能
な
こ
と
、

ヨ
ー
ガ
行
者
の
如
く

で
あ
る
。

(十

一
b
)
 
無
我
と
解
脱

(
h
d
r
f
w
f
)

 苦
の
修
習
を
世
尊
が
言
つ
た
の
は
、
世

の
で
き
ご
と

(
h
d
e
f
)

一
切
が
縁
に
よ
つ
て
起
り

(
h
r
f
w
e
f

苦
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
し
め
、
無
我
見

へ
導
び
く
た
め
で
あ

る
。
ア
ー
ガ

マ
で
無
常
か
ら

苦
、
苦
か
ら
無
我
を
説
く
如
く
で
、
無
我
見
に
よ
つ
て
の
み
解
脱
は
可

能
で
あ
る
。
不
可
視
力

(pd
o
)
を
考
え
る
勝
論
学
派
等
の
言
う
祭
儀

(
j
d
g
r
)
な
ど
は
解
脱
に
何
ら
関
係
し
な
い
。

(
十

一
C
)
 ジ
ャ
イ
ナ
苦
行
説
批
判

(
d
g
r
d
h
r
)

 こ
の
よ
う
に
苦
の
生
の
根
本
原
因

で
あ
る
我
見
を
断
滅
す
る
こ
と
が

解
脱
に
到

る
短
絡
で
あ
る
。
し
か
る
に
ジ
ャ
イ
ナ
派
は
苦
行

(r
p
s
)

に
努
め
励
む

(
k
r
t
g
r
f
)

こ
と
に
よ
つ
て
業
を
享
受
し
、
以
つ
て
業
の
滅

尽
を
は
か
る
が
、
諸
業
は
多
様
で
あ
つ
て
、
苦
行

の
み
が
業
の
果
に
相

当
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
業
の
因

の
断
滅
を
期
し
な
い
限
り
業
は
無

限
に
漏
入
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
因
を
滅
し
て
果
の
み
残
存
す
る
場
合

は
、
今
生
の
み
過
失
な
く

(pu
pgq
)

過
す
の
で
あ
る
。

(十
二
)
 
世
尊
の
量
性

の
総
括

(
j
r
g
e
s
f
)

 以
上
の
如
き
解
脱
論
に
よ
つ
て
評
釈
さ
れ
る
世
尊
の
諸
徳
性
に
よ
つ

て
、
逆
次
に
も
世
尊
の
量
た
る
こ
と
が
理
解
せ
し
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
道
の
教
示
に
よ
る
救
済

(
h
e
f
)
の
事
業
に
よ
つ
て
善
逝

(sugqa
p
)

で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
教
師

(
h
r
g
d
r
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
そ
れ
を
以
つ
て
慈
悲
あ
る
か
た

(
h
j
d
r
g
)

を
推
知

し
得
る
。
か
く
し
て
見
悟
し
た
四
諦
を
衆
生
に
知
ら
し
め
る
ゆ
え
に
、

世
尊
が
量
た
る
か
た

(
h
r
g
d
)

で
あ

る
こ
と
を
結
論

し
得

る
。 ま

た
認
識
論
的
な
量
の
相
も
具
え
て
い
る
。

四
諦
を
見
悟
し
た
知
慧

そ
の
も
の
が
す
ぐ
れ
た
現
量
知
で
あ
る
し
、
比
量
の
面
で
も
、

ア
ー
ガ

マ
に

「
そ
も
生
起
せ
る
も
の
は
す
べ
て
滅
尽

の
法

を
持

つ
も

の
で
あ

る
」
等
と
.
 大
前
提
の
遍
充
式
を
述

べ
て
、
無
常
性
を
証
明
す
る
明
晰

な
因
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
も

世
尊

は
量

で
あ
る
、

と
。

*
 
こ
の
ア
ー
ガ
マ
の
句
を
、
無
常
性
を
証
明
す
る
自
性
因
を
示
す
も
の
と

 し
て
把
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
四
a
節
の
註
記
を
参
照
。
典
拠
と
し

 て
は
h
r
d
g
r
d

(
j
r
g
t
e
)
t
h
r
e
r
g
 
h
t
j
d
t
g
r

 j
d
g
e
 
d
h
e
s
f

等
を
参
照
。

 以
上
に
渉

つ
て
概
括
し
て
き
た
よ
う
に
、
十

二
の
主
題
と
十
五
の
変

題
を
持

つ
プ
ラ
マ
ー
ナ
シ
ッ
デ
ィ
章
は
、
前
半

に
お
い
て
、
仏
陀

・
世

尊
が
量
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
、
ダ
ル
マ
キ
ー

ル
テ
ィ
の
体
系
化
し
た

解
脱
論
で
評
釈
し
た
諸
徳
称
に
よ
つ
て
行
な
つ
て
い
る
。
こ
の
証
明
は

最
後
に
も
確
認
す
る
。
章
名
に
鑑
み
て
も
、
仏
陀
を
絶
対
者

(
h
s
f
e

va
)
と
し
て
仰
ぐ
宗
教
的
感
情
を
、
「量
」
と
い
ち
学
的
ー

認
識
論

的
ー

概
念
に
よ
つ
て
論
理
化
し
た
宗
教
論
が
、
こ
の
章
の
た
て
ま
え

上
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

量
評
釈

・
プ

ラ
マ
ー

ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木
 

村
)
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量
評
釈

・
プ
ラ

マ
ー
ナ
シ
ッ
デ

ィ
章

の
宗
教
論

と
解
脱
論

(
木
 
村
)

 そ
し
て
量
た
る
ゆ
え
ん
の
う
ち
の
知
慧
の
根
本
を
四
諦
の
知
と
見
て

そ
れ
ら
を
主
題
に
、
後
半
で
詳
細
に
解
脱
論
を
展
開
し
て
い
る
。
生
が

苦
で
あ

る
こ
と
の
措
定
は
多
く
の
学
派
に
共
ハ通
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら

の
解
脱

が
形
而
上
説
と
連
関
し
て
好
ん
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た

テ
ー
マ

で
あ

つ
た
。
し
か
し
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
に
お
け
る
論
理
学
を
含
む
認
識
論

の
体
系

の
発
展
の
中
で
、
実
践
理
論
と
し
て
の
喩
伽
行

・
唯
識
説
は
解

消
さ
れ

て
し
ま
つ
た
如
く
で
あ
つ
た
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
そ
の
こ

と
を
自
覚
し
て
、
こ
の
章
で
仏
教
説
そ
の
も
の
と
し
て
の
解
脱
論
を
体

系
化
し
、

他
学
派
と
の
鋭
い
対
論
と
共
に
詳
細
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

 換
言
す
れ
ば
こ
れ
は
仏
教
内
諸
思
潮
の
再
編
成

で
あ
り
、
ダ

ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
自
身
の
把
握
し
た
仏
教
解
脱
論

の
も
と
に
そ
れ
ら
を
止
揚

し
、
論
理
的
な
強
化
を
加
え
て
、
以

つ
て
他
学
派
に
拮
抗
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
苦
と
苦
の
因

〔集
〕
、
苦
滅
と
苦
滅
の
因

〔道
〕

を
説
く
も

の
と
し
て
、
仏
教
説
即
解
脱
論

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の

根
本

テ
ー
ゼ
を
無
我
性

(
a
U

m
y
)
の
体
得
と
す
る
。
解
脱
の
道
を

苦
因
た

る
我
愛
を
断
滅
す
る
た
め
の
無
我

の
修
習
に
あ
り
と
見
る
こ
と

が
基
本
と
な
つ
て
い
る
。

 こ
れ
に
、
心
の
修
習

(
h
f
e
f
e
)
を
有
効
と
し
、
か
つ
輪
廻
の
実
相

を
説
明
す
る
心
相
続

(
h
s
f
w
e
)
説

と
、
修
習
の
果
を
更
に
保
証

す
る
心
性
本
浄

〔煩
悩
客
塵
〕
説
が
加
わ
る
。
道

の
修
習

に
ょ
つ
て
所

依
は
転
換

し

(
h
d
f
s
e
f
 
h
s
e
r
f
)
、

心
は
本
来
光
輝
く

清
ら
か
な
も
の
で
、
く
も
り
は
外
来

の
原
因
に
よ
る

(
h
d
f
f
 
d
s
r
e
w
e

i
s
f
e
s
 
h
s
e
r
f
e
w
g
 
d
h
e
s
f
w
f
 
s
e
r
f
a
s
d
)

と
説
い
て
、
彼
が

経
量

・
喩
伽
行
派
と
呼
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
の

一
面
を
よ
く
示
し

て
い

る
。
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
論
理
学

〔比
量
〕
・
認
識
論

〔分
別
知
を

含
む
現
量
説
〕
と
い
う
新
し
い
学
的
領
域
の
背
後
に
あ

る
べ
き
宗
教
論

の
た
め
に

諸
思
潮
を
止
揚
し
た
解
脱
論
を
構
成
し
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

現
世
主
義
派
、
勝
論
学
派
、
正
理
学
派
、
数
論
学
派
、

ミ
ー

マ
ー
ン

サ
カ
、
ジ
ャ
イ
ナ
等
と
の
討
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
派

へ
の
拮
抗

の
た
め
に
、
仏
教
説
と
し
て
も
合
理
的
に
再
編
強
化
し
た
体
系
が
必
要

だ
つ
た
と
見
ら
れ
る
。

 こ
の
よ
う
な
内
容
を
持

つ
プ
ラ
マ
ー
ナ
シ
ッ
デ

ィ
章
に
よ
つ
て
、
プ

ラ

マ
ー

ナ

ヴ

ァ
ー

ル

ッ

テ

ィ
カ

は

す

ぐ

れ

て

仏

教

学

派

の

「
量

の
評

釈

」

と
な

ゐ

こ

と
が

で
き

た

の

で
あ

る
。

*

本
稿

で
総
括
し
た
研
究
は
、
特

に
実
践
理
論

に
関
心
を
寄

せ
た

シ
ャ

 ー
ク
ヤ
シ

ュ
リ
ー
バ
ド
ラ
が
チ

ベ
ッ
ト
に
伝

え
た
プ
ラ

マ
ー
ナ
ヴ

ァ
ー
ル

ッ

 テ

ィ
カ
学

が
、
解
脱

の
道

(
h
s
e
f
)

を
説

く
も

の
と

し

て
流

布

し

た

 (羽
田
野

教
授

「
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
学

の
問

題
」

文

化

第

十

八

巻
第

三
号
)

こ
と
の
ゆ
え
ん
を
明

ら
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

尚
d
g
s
e
f
s
 
g
e
s
f
w
e
f
 
g
s
e
f
 
t
s
e
f
g

(
g
s
f
e
f
 
g
e
e
)

が
、
プ

ラ
マ
ー
ナ
ヴ

ァ
ー

ル
ッ
テ
ィ
カ
の
幾
つ
か
の
議
論
を

任
意

に
概
説

し
て
お
り
、

本
稿

と
比
較

し
な
が
ら
読

ま
れ
た
ら
興
味
深

い
と

思

わ
れ

る
。
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